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卒業論文制作を考慮した情報処理授業の検討
Consideration of Effective Information Processing Class 
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［５］ Word 119, http://www.Word119.com/lesson/list/
list.html.
［６］ Microsoft Users Word Tips, http://www.
Microsoft.com/japan/users/tips/Word/126.aspx.
［７］ SHARPパソコンスタジオ、http://www.sharp-
pcstudio.com/disp.asp?cno=5&tbno=0&dno=112.
［８］ http://www.shuiren.org/chuden/teach/word/
search/replace02.htm
［９］ Microsoftサポートオンライン、http://support.
Microsoft.com/kb/285050/ja.
複合利用を勧め、それらでの作成のポイント
を議論した。次に、Wordで卒業論文を制作
する際に有効と考えられる機能を限定して説
明を行った。加えて、一般的な考えに基づい
た卒業論文の書式について論じ、目次の作成
やページ番号の挿入などについて具体的に処
理ポイントを指摘して議論を行った。
　ヘッダーフッター、インデント設定、タブ
とリーダー、箇条書きと段落記号など、どれ
をとってもスペースを多く入力したり、地道
なキー入力で対応可能な機能のように思われ
るが、こういった機能を使用しなかった場合、
論文の書式が極めて不揃いとなり、仕上がり
もお粗末なものとなってしまう。また、それ
以上に手間と労力がかかることも問題である。
目次作成やセクション区切りを使ったヘッ
ダーフッター処理は順調にいけばきわめて有
効な機能であるが、その分だけ設定も複雑に
なり、かえって困惑を招く恐れもある。この
対処として、表紙や目次部分と各章ごとを
別々のファイルとして作成する手法も論じて
いる。これにより、タブとリーダーを使って
目次を作成することになるが、目次作成やセ
クション区切りについての知識を要求される
ことなく、書式の整った論文制作が期待でき
る。本稿で検討した項目は、すでに授業に織
り込んで指導を行っているものも少なくない
が、半期間の授業で効果的に指導できるよう、
今後も検討を重ねていく予定である。また、
４年次生が卒業論文制作のための情報処理技
術に困惑することなく、卒業研究の成果の論
述に専念できるようになれることを願ってい
る。
